
発行責任者：竹野内 猛
〒236-0052横浜市金沢区富岡西3-38-1-101
TEL：090-5938-2850 FAX：045-345-4345
E-mail：info@takenouchi-takeshi.com

昭和49年生まれ。大分県出身。51歳。金沢区富岡東在住。妻と2女の4人家族。平成9年、創価大学法学部卒業。
平成15年、米国・ワイオミング大学大学院 公共政策学 修士課程修了。大手物流会社を経て、平成27年4月、横浜
市会議員に初当選、現在3期目。
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二次元コードを読み取り、
市のウェブサイトから
申込ページのリンクへ
アクセスしてお申し込みください

　お酒と料理で会話も弾み、率直な意見や
要望などたくさん伺えました。
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子どもの医療費が18歳まで無料に‼

浸水被害から地域を守る！
土のうステーション設置を実現

たけ《サブ》チャンネル第4弾は
「若者と居酒屋でガチトーク」（仮題）

市政報告
「たけチャンネル」
YouTube配信中！

　釡利谷南地域・宮川支流水路周辺では大雨のたびに水路があふれ、家
屋への浸水などが発生していました。私からは水路の定期的なメンテナ
ンスに加えて、土のうステーション設置を提案していましたが、本格的な
梅雨入りを前に釡利谷南公園前に設置されました。富岡西地域に続いて
区内2か所目となります。

　横浜市の小児医療費助成事業は、1992年に公明党
が乳幼児医療費の無償化を初めて提案したことを契機
に1995年にゼロ歳児を対象としてスタート。
　その後、対象年齢の拡大や所得制限の緩和を重ね、
2023年には中学3年生までの完全無償化を実現。引き
続き18歳までの対象拡大を訴え、2025年8月には市長
への要望書を提出。翌月の議会で市長より2026年度内
の実施方針が示されていました。公明党が一貫して取組
み、30年以上積み上げてきた小児医療費助成事業が、
この6月に一つの完成形を迎えました。

よこはま安心ボックス設置支援事業
宅配ボックス
購入費用の
半額を市が支援

お電話

WEB

申込

　　 1992年　横浜市会で初めて無償化を提唱
　　 1995年　0歳児の通院・入院が無料に
  2007～19年　就学前児童→中学3年まで対象を拡大
　　 2023年　所得制限と一部負担を撤廃
  2026年6月　18歳までの医療費を完全無償化へ！

小児医療費助成の拡充へ
公明党市議団の歩み

所得制限、一部負担なし 2026年６月から

よこはま安心ボックスコールセンター

☎ 045-550-5130
平日 9:00~17:30
お電話がつながりにくい場合がございます

令和8年
6月29日（月） 9:00～
※予算上限に達し次第終了



たけのうち猛
LINE

お友達登録はこちら▶

たけのうち猛
LINE

たけのうち猛
オフィシャルサイト
takenouchi-takeshi.com

https://www.facebook.com/takenouchit/
https://twitter.com/takenouchi_t

市民の皆さまと共に短信

▲横浜金沢文化協会年次総会
　（5月23日）

▲大道小学校「とんぼ池」の
　水抜き＋清掃（6月6日）

▲高谷町内会ふれあい
　フェスティバル（5月24日）

第8回金沢まごころフェス
ティバルには「絆の会」メン
バーとして防災啓発の寸劇・
ダンスで出演しました
（6月14日）

▲学童保育金沢ブロック運動会
　（6月7日）

▲金澤の木遣と祭囃子の発表会
　（5月30日）

▲カナかる！公式大会
　@富岡小（5月31日）

現場の声を聴く！ 恒例の政策懇談会を実施
　6月12日～ 22日まで公明党市議団による政策懇談会を開催。
福祉、教育、医療、建設、交通など多岐にわたる関係者・団体をお招
きして現場の課題や要望を聴取。来年度の予算編成に向けて、市民
生活全方面の施策を精査・検証していきます。

子どもの命を救いたい！
　6月1日、沼崎満子衆院議員（中道改革連合）と共に横浜市大附属病院を
訪問し、小児科専門医の辻本信一先生と小児がん治療薬の課題を巡って意
見交換。「子どもの命を救いたい」との医療最前線での願いに、政治がお応
えすべき課題を教えて頂きました。

女子バレーボールチーム・
Astemoリヴァーレ茨城を歓迎

　6月4日、山口敬代表、上坂瑠子キャプテンら一行が横浜市会を表敬。チーム
は来年7月1日付でホームタウンを横浜に移転する予定です。茨城そして全国の
ファンの皆さまとともに、国内トップリーグ「SV.LEAGUE」の初制覇へ進化を続
けるチームの活躍を応援します！

横浜市精神障害者家族連合会、横浜建設業協会、横浜市建設コンサルタント協会、神奈川県宅地建物取引業協会、横浜市薬剤師連盟、横浜市
立学校管理職組合、神奈川県産業資源循環研究会、アレルギーを考える母の会、横浜市管工事組合、横浜市幼稚園協会、神奈川県土地家屋調
査士政治連盟、横浜市消防職員協議会、横浜市歯科医師連盟、全国道路標識・標示業神奈川県協会、横浜市資源リサイクル事業協同組合、横
浜市教職員組合、横浜市助産師会、神奈川県建設業協会横浜支部、神奈川県電業協会、横浜市建築設計協同組合、横浜市病院協会、横浜交通
労働組合、横浜市身体障害者団体連合会、横浜清掃労働組合、横浜市私立保育園こども園園長会、横浜水道労働組合、横浜学童保育連絡協議
会、横浜みなと介護福祉事業協同組合・日本ホームヘルパー協会横浜支部、横浜市介護老人保健施設経営者会、神奈川県空調衛生工業会、横
浜市医師会、神奈川県社会保険労務士政治連盟、神奈川子ども支援センターつなっぐ、横浜知的障害関連施設協議会、神奈川県トラック協会
横浜ブロック、横浜市精神障害者地域生活支援連合会、横浜市防災機器販売協同組合、日本認知症グループホーム連盟神奈川県本部、横浜市
獣医師連盟、無認可保育所手つなぎ協議会、NPO法人教育の杜（順不同）

公明党・政策懇談会参加団体 （４1団体）


